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	徳島大学先端酵素学研究所・発生生物学分野の竹本教授の研究室において選択した2個の候補変異体のCRISPR/Cas9を利用してモデルマウスを作成中である。具体的には、マウスの受精卵にCas9 タンパク質、ガイドRNA等をエレクトロポレーションし、外来DNAの部位特異的なDNA２本鎖切断誘導し、ノックアウトまたはノックインマウスを作成した。これまでに1系統のF0マウスの樹立が完了、C57BL/6マウスと交配して、産仔を得ており間もなくマウスの免疫能の解析が可能になる。もう１系統は、１回目のCas9タ...

